
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ー
ド
（
Ｕ
Ｄ
Ｆ
）
の
２

０
１
８
年
（
暦
年
）
生
産
量
は
、
前
年
比
１０
・
２
％
増

（
２
万
４
千
１
７
４
ｔ
）
、
同
生
産
金
額
は
１４
・
９
％

増
（
２
８
６
億
３
千
３
百
万
円
）
と
な
り
、
量
額
と
も

に
９
年
連
続
で
２
ケ
タ
増
と
な
っ
た
。
日
本
介
護
食
品

協
議
会
が
会
員
企
業
８２
社
を
対
象
と
す
る
Ｕ
Ｄ
Ｆ
生
産

統
計
を
集
計
し
発
表
し
た
。

今
年
５
月

末
時
点
の
登

録
ア
イ
テ
ム

数
は
２
千
１

０
３
ア
イ
テ

ム
（
前
年
比

７８
品
目
増
）
。

販
売
先
別
の

生
産
量
と
生

産
額
は
、
市

販
用
が
生
産

量
２２
・
７
％

増
（
６
千
２

２
０
ｔ
）
、

生
産
額
１
１

６
・
１
％
増

（
９４
億
１
千
８
百
万
円
）
、

業
務
用
は
生
産
量
６
・
５
％

増
（
１
万
７

千

９

５

４

ｔ
）
、
生
産
額
１４
・
４
％
増

（
１
９
２
億
１
千
５
百
万

円
）。市
販
用
と
業
務
用
の
比

率
は
２５
・
７
％
対
７４
・
３

％
。
数
量
的
に
は
少
な
い
も

の
の
市
販
用
が
順
調
な
伸
び

を
示
し
て
い
る
。

区
分
別
（
Ｕ
Ｄ
Ｆ
区
分
１

～
４
）
の
生
産
量
・
額
、
タ

イ
プ
別
の
製
品
登
録
状
況

は
、
「
容
易
に
か
め
る
（
区

分
１
）
」
生
産
量
１６
・
１
％

増
（
６
千
２
６
７
ｔ
）
、
生

産
額
２４
・
５
％
増
（
５３
億
９

百
万
円
）
、
「
歯
ぐ
き
で
つ

ぶ
せ
る
（
区
分
２
）
」
同
１５

・
１
％
増
（
２
千
８
７
１

ｔ
）
、
同
９
・
６
％
増
（
２６

億
７
千
１
百
万
円
）
、
「
舌

で
つ
ぶ
せ
る
（
区
分
３
）
」

同
６
・
３
％
増
（
７
千
９
２

９
ｔ
）
、
同
１２
・
３
％
増

（
８２
億
９
千
９
百
万
円
）
、

「
か
ま
な
く
て
よ
い
（
区
分

４
）
」
同
８
・
２
％
増
（
３

千
５
３
０
ｔ
）
、
同
３２
・
７

％
増（
３６
億
７
千
２
百
万
円
）、

と
ろ
み
調
整
７
・
７
％
増

（
３
千
５
７
８
ｔ
）
、
７
・

９
％
増
（
８６
億
８
千
３
百
万

円
）
。
数
量
は
「
舌
で
つ
ぶ

せ
る（
区
分
３
）」
が
最
も
多

か
っ
た
が
、
伸
び
率
は
「
容

易
に
か
め
る
（
区
分
１
）」
、

「
歯
ぐ
き
で
つ
ぶ
せ
る
（
区

分
２
）
」
が
顕
著
だ
っ
た
。

タ
イ
プ
別
の
前
年
比
は

「
乾
燥
タ
イ
プ
」
（
と
ろ
み

調
整
食
品
、
加
水
し
て
成
型

す
る
粉
末
製
品
含
む
）
が
、

生
産
量
３
・
２
％
増
（
３
千

４
６
２
ｔ
）
、
生
産
額
３
・

４
％
増
（
８４
億
１
千
６
百
万

円
）
。
「
冷
凍
タ
イ
プ
」
が

同
１１
・
６
％
増
（
１
万
１
千

７
３
０
ｔ
）
、
同
１８
・
４
％

増
（
１
１
６
億
４
千
６
百
万

円
）
、
「
常
温
タ
イ
プ
」

（
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ
、
カ
ッ

プ
ゼ
リ
ー
等
）
は
同
１１
・
３

％
増
（
８
千
９
８
２
ｔ
）
、

同
２３
・
６
％
増
（
８５
億
７
千

２
百
万
円
）
。

日
新
製
糖
は
３
日
、
前
３

月
期
の
決
算
会
見
を
東
京
証

券
会
館
で
開
催
し
た
。
４
月

か
ら
社
長
に
就
任
し
た
森
田

裕
社
長
の
デ
ビ
ュ
ー
会
見
と

な
り
、
今
中
計
の
進
捗
状
況

や
新
中
計
に
対
す
る
市
場
認

識
や
戦
略
を
述
べ
た
。

ま
ず
大
場
財
務
部
長
が
前

期
業
績
を
説
明
。
既
報
の
通

り
前
期
の
砂
糖
そ
の
他
食
品

事
業
の
売
上
高
は
０
・
７
％

減
で
、
ツ
キ
オ
カ
フ
ィ
ル
ム

製
薬
が
通
期
で
寄
与
し
た
が

砂
糖
販
売
の
数
量
減
少
で
減

収
と
な
っ
た
。
健
康
産
業
事

業
は
２
・
３
％
増
、
倉
庫
事

業
は
輸
入
合
板
の
取
扱
量
が

回
復
し
た
こ
と
で
１６
・
１
％

増
だ
っ
た
。
全
体
と
し
て
は

微
減
収
増
益
と
な
っ
た
。

続
い
て
森
田
社
長
か
ら
中

計
の
進
捗
と
今
期
の
事
業
計

画
が
発
表
さ
れ
た
。

今
期
は
中
計
５
年
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
５
％

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
５

年
間
を
比
較
す
る
と
非
砂
糖

事
業
（
健
康
産
業
、
倉
庫
、

新
規
事
業
）
の
売
上
構
成
比

は
９
・
７
％
上
昇
し
、
営
業

利
益
で
は
７
・
８
％
押
し
上

げ
て
い
る
。
今
後
も
非
砂
糖

事
業
拡
大
を
目
指
す
方
針

だ
。ま

た
、
精
製
糖
の
重
点
政

策
で
は
一
昨
年
来
、
設
備
増

強
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
き

び
砂
糖
」
の
今
福
工
場
で
の

生
産
を
下
期
か
ら
開
始
す
る

予
定
で
あ
り
、
総
合
甘
味
政

策
で
は
ガ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖

（
商
品
名
カ
ッ
プ
オ
リ
ゴ
）

の
拡
販
に
努
め
、
事
業
領
域

の
拡
大
に
つ
い
て
は
ツ
キ
オ

カ
フ
ィ
ル
ム
製
薬
を
昨
年
１２

月
に
完
全
子
会
社
化
。
食
用

純
金
箔
事
業
、
フ
ィ
ル
ム
事

業
の
拡
大
を
目
指
す
。

健
康
産
業
事
業
で
は
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
市
場
４
千
６
０
０

億
円
で
会
員
総
数
は
約
４
６

０
万
人
で
全
人
口
の
３
・
６５

％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
拡
大

余
地
が
あ
る
と
分
析
。
コ
ン

パ
ク
ト
ジ
ム
や
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
な
ど
目
的
特
化
し
た

ジ
ム
は
さ
ら
に
伸
び
る
余
地

が
あ
る
と
し
て
М
＆
Ａ
（
エ

ヌ
エ
ー
シ
ー
シ
ス
テ
ム
買
収
）

を
実
施
し
て
い
る
。
小
型
店

の
出
店
を
加
速
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
各
施
策
で
今
期
最
終

年
度
で
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
５
％
達
成

に
め
ど
が
つ
い
て
い
る
。
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「
き
び
砂
糖
」
、
フ

ロ
ス
ト
シ
ュ
ガ
ー
な
ど
付
加

価
値
品
の
目
標
や
進
捗
に
つ

い
て
。

森
田

「
き
び
砂
糖
」
は

今
福
工
場
で
の
生
産
開
始

後
、
５
～
６
年
で
１０
～
２０
％

増
や
し
て
い
き
た
い
。
フ
ロ

ス
ト
シ
ュ
ガ
ー
は
菓
子
パ
ン

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

年
替
わ
り
で
採
用
が
続
い
て

い
る
。
地
道
に
紹
介
を
続
け

て
砂
糖
の
収
益
性
を
高
め
て

い
く
。

�
�
海
外
展
開
は
現
状
の

タ
イ
か
ら
拡
大
は
あ
る
か
。

森
田

カ
セ
タ
イ
社
と
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

維
持
し
、
技
術
指
導
の
実
績

を
他
の
案
件
で
活
用
で
き
る

よ
う
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

く
。�

�
次
期
中
計
を
策
定
す

る
上
で
市
場
認
識
に
つ
い

て
。森

田

砂
糖
の
制
度
変
更

が
あ
っ
た
も
の
の
競
合
品

（
加
糖
調
製
品
）
と
の
価
格

差
は
効
果
が
あ
る
ほ
ど
縮
小

し
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
依
然
と
し
て
競
合
品
の

拡
大
懸
念
は
残
っ
た
ま
ま
に

な
る
。

そ
の
中
で
、
現
在
の
戦
略

を
継
続
す
る
の
が
方
針
と
な

る
。
砂
糖
の
減
少
を
織
り
込

み
な
が
ら
、
高
付
加
価
値
品

に
特
化
し
て
い
く
。
既
存
製

品
は
安
心
・
安
全
で
差
別
化

を
図
る
。

�
�
ツ
キ
オ
カ
と
日
新
製

糖
の
シ
ナ
ジ
ー
は
発
揮
さ
れ

て
い
る
か
。

森
田

ま
ず
食
用
純
金
箔

事
業
は
好
調
で
中
華
圏
で
も

需
要
が
伸
び
て
い
る
し
、
日

新
製
糖
の
総
合
甘
味
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
政
策
に
乗
っ
て
く
る

部
分
も
多
い
。
菓
子
、
和
菓

子
関
係
な
ど
お
客
さ
ま
が
共

通
し
て
い
る
し
、
フ
ィ
ル
ム

事
業
も
同
じ
。
例
え
ば
大
手

即
席
麺
メ
ー
カ
ー
の
ノ
ベ
ル

テ
ィ
と
し
て
採
用
さ
れ
た
フ

ィ
ル
ム
製
品
も
あ
る
が
、
当

社
が
バ
ッ
ク
に
い
る
こ
と
で

信
用
力
が
増
し
て
引
き
合
い

も
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
シ

ナ
ジ
ー
効
果
が
出
て
く
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。
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今
年
の
３

か

月

予

報

は
、
６
月
の

降
水
量
は
平

年

並

み

だ

が
、
全
国
的

に
気
温
が
平

年
よ
り
高
め
に
推
移
し
、

７
～
８
月
は
平
年
に
比
べ

て
曇
り
や
雨
の
日
が
多
い

と
気
象
庁
。
昨
年
と
は
大

き
な
違
い
は
な
い
が
、
昨

年
は
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば

平
均
気
温
は
東
日
本
で
＋

１
・
７
℃
と
１
９
４
６
年

の
統
計
開
始
以
降
で
最
も

高
温
を
記
録
。
７
月
２３
日

に
は
熊
谷
で
日
最
高
気
温

４１
・
１
℃
を
記
録
し
て
歴

代
全
国
１
位
、
さ
ら
に
西

日
本
で
「
平
成
３０
年
７
月

豪
雨
」
が
発
生
し
大
き
な

被
害
が
あ
っ
た
▼
東
京
で

は
５
月
２４
日
に
今
年
初
め

て
最
高
気
温
が
３０
度
を
超

え
、
夏
物
商
品
は
早
く
も

う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
た

が
、
夏
本
番
は
果
た
し
て

ど
う
か
。
食
品
や
飲
料
は

お
天
気
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

が
か
な
り
の
部
分
を
占

め
、
特
に
ビ
ー
ル
や
飲

料
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な

ど
水
物
商
品
は
、
夏
の
天

気
に
一
喜
一
憂
し
、
冷
夏

と
も
な
れ
ば
死
活
問
題
に

な
り
か
ね
な
い
▼
小
売
や

食
品
メ
ー
カ
ー
は
、
天
候

予
測
会
社
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
収
集
し
、
万
全
の
体

制
で
本
番
に
備
え
る
が
、

予
測
の
つ
か
な
い
ゲ
リ
ラ

豪
雨
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
▼
そ
の
と
き
の
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
や
す
く
、

予
想
し
に
く
い
物
事
を

「
水
物
」と
呼
ぶ
が
、夏
物

商
品
は
ま
さ
に
水
物
だ
。
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お
知
ら
せ

１０
日
付
は
休
刊
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了

承
下
さ
い
。

食
品
新
聞
社
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伊
藤
園
は
今
期
（
４
月
期
）
、

２
月
１
日
に
発
売
３０
周
年
を
迎

え
た
「
お
～
い
お
茶
」
に
最
注

力
し
て
い
く
。
「
お
～
い
お

茶
」
の
前
期
販
売
実
績
は
、
前

年
比
２
・
１
％
増
の
９
千
１８
万

�
を
記
録
。
こ
れ
に
よ
り
緑
茶

飲
料
市
場
は
４
千
４
５
０
億
円

へ
と
拡
大
し
、
こ
の
中
で
「
お

～
い
お
茶
」
の
シ
ェ
ア
は
１
�

ア
ッ
プ
の
３４
％
と
な
っ
た
。

今
期
は
「
お
～
い
お
茶
」
で

２
・
８
％
増
の
販
売
数
量
を
計

画
し
、
緑
茶
飲
料
市
場
は
今
年

（
１
―
１２
月
）
、
過
去
最
高
の

４
千
４
７
０

億
円
を
見
込

む
。
シ
ェ
ア

は
過
去
最
高

だ
っ
た
０５
年

と
比
べ
６
�

ア
ッ
プ
の
３５
％
と
予
想
す
る
。

都
内
で
発
表
し
た
本
庄
大
介

社
長
は
「
今
年
は
発
売
３０
周
年

と
い
う
こ
と
で
、
も
う
一
度
原

点
に
返
る
。
３０
年
前
に
は
『
お

～
い
お
茶

緑
茶
』
し
か
な
か

っ
た
た
め
、
こ
れ
を
も
う
一
度

圧
倒
的
ナ
ン
バ
ー
１
に

す
べ
く
拡
販
に
努
め
て

い
く
」
と
語
る
。

「
お
～
い
お
茶

緑
茶
」
は

中
味
と
容
器
を
刷
新
し
て
５
月

２７
日
か
ら
発
売
し
て
い
る
。
中

味
は
、
茶
産
地
育
成
事
業
で
開

発
さ
れ
た
旨
み
茶
葉
を
使
用
し

て
旨
み
成
分
を
約
２０
％
ア
ッ

プ
。
容
器
は
、
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹

脂
を
使
用
し
た
１
０
０
％
リ
サ

イ
ク
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
６
月

下
旬
よ
り
一
部
エ
リ
ア
か
ら
採

用
し
て
い
く
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
に
つ
い

て
は
「
３０
年
ま
で
に
『
お
～
い

お
茶
』
は
す
べ
て
Ｂ

to
Ｂ
再

生
容
器
に
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
海
洋
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
問
題
は
、
当
社
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
業
界
全
体
の
問
題

と
し
て
同
業
企
業
と
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の

考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
お
～
い
お
茶

緑
茶
」
の

３
５
０
	
サ
イ
ズ
は
�
小
竹
ボ

ト
ル
�
と
称
す
る
新
小
型
容
器

へ
と
刷
新
し
て
軽
量
化
と
Ｐ
Ｅ

Ｔ
樹
脂
使
用
量
削
減
を
図
っ

た
。
従
来
比
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
約
１４
％
軽
量
化
、
ラ
ベ
ル
は

約
４３
％
薄
膜
化
、
キ
ャ
ッ
プ
は

約
７
％
軽
量
化
を
実
現
し
た
。

「
お
～
い
お
茶

濃
い
茶
」

は
、
カ
テ
キ
ン
の
含
有
量
が
多

く
４０
代
以
上
の
男
性
に
支
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
機
能

性
表
示
食
品
と
し
て
刷
新
し
今

秋
に
発
売
す
る
。

健
康
意
識
の
高
ま
り
に
よ
っ

て
市
場
全
体
で
無
糖
飲
料
の
構

成
比
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
は
「
無
糖
で
本
当
に
お

い
し
い
も
の
を
つ
く
る
の
に
は

か
な
り
努
力
を
必
要
と
し
、
こ

れ
は
ど
こ
の
企
業
に
も
負
け
な

い
と
自
負
し
て
い
る
。
青
汁
も

無
糖
に
シ
フ
ト
し
て
い
て
無
糖

の
３
５
０
	
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
非
常
に

回
転
が
い
い
。
コ
ー
ヒ
ー
も
ブ

ラ
ッ
ク
に
加
え
て
無
糖
ラ
テ
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。
海

外
で
も
２０
億
人
に
向
け
て
無
糖

飲
料
と
リ
ー
フ
で
商
品
価
値
を

提
案
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
の
ぞ
か
せ
る
。

収
益
改
善
は
前
上
期
（
１８
年

５
月
１
日
～
１０
月
３１
日
）
以
降

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

前
上
期
は
西
日
本
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
で
物
流
が
寸
断
し

た
こ
と
が
痛
手
と
な
り
伊
藤
園

単
体
で
は
増
収
２
ケ
タ
減
益
と

な
っ
た
も
の
の
「
こ
れ
を
元
に

戻
そ
う
と
全
社
一
丸
に
な
っ
て

収
益
性
の
改
善
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
営
業
も
ス
タ
ッ
フ
も
努
力

し
て
く
れ
た
結
果
、
年
間
で
は

増
収
増
益
で
終
わ
る
こ
と
が
で

き
た
」
。

具
体
的
に
は
下
期
に
営
業
員

の
評
価
制
度
を
利
益
中
心
に
変

更
し
て
会
社
の
方
向
性
を
明
示

し
た
こ
と
が
奏
功
し
た
。
平
田

篤
専
務
執
行
役
員
管
理
本
部
長

は
「
特
に
主
力
商
品
の
売
り
方

に
あ
る
仕
組
み
を
導
入
し
全
営

業
員
に
徹
底
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
半
年
間
で
５
億
円
以
上
の
粗

利
益
の
改
善
が
み
ら
れ
た
。
基

本
的
に
は
意
識
改
革
の
と
こ
ろ

が
大
き
い
」
と
説
明
す
る
。

近
年
取
り
組
ん
で
い
る
物
流

改
革
で
も
成
果
が
み
ら

れ
た
。
配
送
の
一
部
を

外
部
委
託
す
る
こ
と
で

各
支
店
の
配
送
量
を
削
減
。
そ

の
削
減
分
を
店
頭
で
の
営
業
活

動
に
充
て
る
こ
と
で
商
談
力
を

高
め
て
い
っ
た
と
い
う
。

「
こ
こ
２
年
間
く
ら
い
で
、

店
舗
営
業
へ
の
職
種
の
変
更
は

７０
人
く
ら
い
で
行
っ
て
い
る
。

１
支
店
１５
～
２０
人
規
模
の
た
め
、

３
～
４
支
店
が
ま
る
ま
る
地
場

に
根
付
い
て
直
接
提
案
し
た
結

果
が
出
始
め
た
の
が
、
こ
の
１

年
間
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
」

（
平
田
専
務
）
と
振
り
返
る
。

製
造
面
で
は
農
業
生
産
法
人

と
の
連
携
や
茶
産
地
育
成
事
業

を
推
進
し
て
市
況
に
左
右
さ
れ

に
く
い
茶
葉
の
安
定
調
達
や
茶

葉
の
品
質
向
上
に
取
り
組
み
、

機
械
化
・
Ｉ
Ｔ
化
で
生
産
コ
ス

ト
を
低
減
し
て
い
く
。

物
流
面
で
は
合
弁
会
社
の
ト

ー
ウ
ン
ロ
ジ
テ
ム
で
今
期
中
に

１９
か
所
の
セ
ン
タ
ー
を
順
次
稼

働
さ
せ
て
物
流
コ
ス
ト
を
削
減

し
て
い
く
。

営
業
面
で
は
、
全
国
１
９
６

か
所
の
営
業
拠
点
で
地
域
密
着

型
営
業
を
展
開
し
利
益
改
善
が

図
れ
る
売
り
方
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

な
お
伊
藤
園
の
今
期
連
結
業

績
は
売
上
高
１
・
９
％
増
の
５

千
４１
億
円
、営
業
利
益
３
・
５
％

増
の
２
２
８
億
円
、
経
常
利
益

８
・
３
％
増
の
２
３
２
億
円
と

な
っ
た
。
（
７
面
に
関
連
記
事
）





































































 



















ハ
ナ
マ
ル
キ
は
１
日
、
４

月
中
旬
か
ら
一
時
販
売
を
休

止
し
て
い
た
「
家
庭
用

液

体
塩
こ
う
じ
」
（
３
５
０

	
、
５
０
０
	
）
の
販
売
を

再
開
し
た
。
同
商
品
は
今
年

４
月
か
ら
急
激
に
需
要
が
高

ま
り
、
販
売
量
が
計
画
を
大

幅
に
上
回
っ
た
た
め
、
十
分

な
商
品
供
給
量
を
確
保
で
き

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

今
後
の
安

定
的
な
供
給

体
制
が
整
っ
た
た
め
販
売
を

再
開
し
た
。
「
液
体
塩
こ
う

じ
」
は
日
本
の
伝
統
調
味
料

で
あ
る
塩
こ
う
じ
を
、
同
社

独
自
の
製
法
で
液
体
化
し
た

万
能
調
味
料
で
、
２
０
１
２

年
の
発
売
以
来
、
積
極
的
な

販
促
を
展
開
し
、
売
上
げ
も

好
調
に
推
移
し
て
い
る
。

【

質

疑

応

答

】

肉用調味料

……………………
きょうの主な内容

��～�� 肉用調味料
特 集

�� ＣＶＳ版

食肉需要は旺盛。主
要ブランドの価値向
上で市場活性化へ。

製
品
登
録
数
も
順
調
な
伸
び

��
おお
～～
いい
おお
茶茶

緑緑
茶茶
��最最
注注
力力

量額�ケ
タ成長続く

日新製糖
決算会見

非非
砂砂
糖糖
事事
業業
がが
中中
期期
貢貢
献献

�
き
び
砂
糖
�増
産
開
始

伊 藤 園

本
庄
社
長

無
糖
の
味
づ
く
り
に
自
負

●
ハ
ナ
マ
ル
キ
●体制整い販売再開

家庭用�液体塩こうじ�
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方
針
説
明
す
る
森
田
社
長

本庄社長
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